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2013年（平成25年）３月20日
「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。
皆様からの寄付金、賛助会費、共同募金に
支えられています。

広　報

自治会に加入しよう！
自治会活動は

地域福祉の原動力！
自治会に関する問合せ

市自治会連合会事務局
電話・ＦＡＸ 042-753-3419

ホームページ hｔｔp://www.sagamihara-jichiren.jp/

今月のいいひと ３·４月今月のいいひと ３·４月

相模原市社協 クリック

インタビュー全文はホームページで

菊井　康之さん
（南区南台在住）

　書道講師。84歳にしてあじさい
大学書道科OBグループ７クラス
（会員総数約100名）を受け持つ
パワー溢れる菊井さん。あじさい
会館では、毎年「年始の言葉」を
書いて頂き、入口に飾っていま
す。「パソコンや電子機器の普及
で、仮名や漢字を書く人が少なく
なる中、文字の由来や意味を普及
したいです。」と語り、日夜指導
に励んでいます。

瀧山　元さん
（緑区若葉台在住）

　美容師。散髪ボランティア、
傾聴ボランティア「花みずき」
会員として活動。「美容師の仕事
柄、お客さんの話を傾聴すること
を心がけていました。私自身、
夫の介護が辛い時、話を聞いて
もらうだけで楽になる！と実感。
話を聞いてほしい気持ちはよく
わかります。いろんな人に出会
い、喜ぶ顔が見られることが
私の元気の素です！」

　市の緑区合同庁舎（緑区西橋本）２階に新たに緑
区事務所を設置しました。身近な窓口として、緑区
内のボランティア活動の受付・相談や、各種研修
の実施、在宅福祉サービス、相談事業等に取組み
ます。また、高齢者交流室などの貸出も行います。

不要になった入れ歯をご寄付ください
～地域の福祉活動に役立てられます～

　寄付していただいた入れ歯は、貴金属をリサイクルし、
換金されます。その収益を、(公財)日本ユニセフ協会では
世界の子ども達のために、また市社協では地域の福祉活動
のために役立てています。（寄付してくださる際には洗浄を
お願いします・郵送でも受け付けています）
 回収ボックス場所　あじさい会館１階ロビー
  南保健福祉センター１階ロビー

市民桜まつりなどお近くにお越しの際にお持ちください
　平成20～ 24年には、収益として162,400円の寄付を
市社協に頂きました。ありがとうございます。

問合せ　〒252-0236 中央区富士見6-1-20　
　　　　相模原市社会福祉協議会総務課　電話 042-730-3888

ブログ「にこまるの部屋」見てね♪

3/18月
市社協緑区事務所 オープン！

　南区の福祉関係団体の活動の場として、相模大野駅西側
再開発地区（ボーノ相模大野）に南区地域福祉交流ラウンジ
がオープンしました。サロン活動や会議室として気軽に
　　　　ご利用ください。

3/15金
南区地域福祉交流ラウンジ

時 間
午前９時～正午
午後１時～５時
午後６時～10時
午前９時～正午
午後１時～５時
午後６時～10時
午前９時～正午
午後１時～５時
午後６時～10時

利用対象（市内に限る） 
 高齢者関係団体

 一般

 障害者関係団体・
母子家庭等関係団体
 一般

 福祉団体・
 ボランティア団体等

料 金

無　料

1,400円

無　料

1,200円

無　料

広さ・定員

57㎡
39人

49㎡
24人

40㎡
18人

施設名

高齢者交流室

情報交換ルーム

ボランティア
活動室

時 間

午前９時30分～
午後９時30分

利用対象（市内に限る）

南区で福祉向上を目的
に活動している団体

料 金

無　料

広さ・定員

40㎡
22人

施設名

活動室

申込・問合せ　あじさい会館緑分室　電話 042-775-1761

●登録制となっています。詳しくは下記までお問い合せください。
●プロジェクタ―などの備品貸出あり
●談話コーナーは一般の方にも開放しています。気軽にお立ち寄りください。
申込・問合せ　南区地域福祉交流ラウンジ　電話 042-701-3388
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シリーズ 楽しく「『ふくし』でまちづくり」 福祉コミュニティ形成事業　 No.６
　このシリーズは、各地区で取組まれている「福祉コミュニティ形成事業」を紹介
します。今回は、相模湖地区社協の取組みにスポットをあてました。

シリーズ

今月の気になる本
ドライヤーお灸
　川嶋朗／著（青山出版社）　定価（本体1,200円＋税）

健康法は、簡単で、気持ちがよくて、リラックスできるもの。毎日「やりたいな」
と楽しみになれば、自然に続きます。冷えを解消し、健康になるためには漢方医学
を生かした健康法が効果的だと考えられています。お灸と同じ効果があり、とても
手軽、それが「ドライヤーお灸」です。

寄
付
物
品

〔個　人〕
●社会福祉のために

●障害福祉のために
●少年院図書代のために
〔企業・団体〕
●社会福祉のために

〔個　人〕
●車いす等福祉用具

●食品

●雑貨

●日用品
〔団　体〕
●雑貨

地区名
津久井
小　山
星が丘
大野北

大野北

横　山
中　央
大野北
　〃
　〃
　〃
田　名
　〃
大野南
相模台
　〃　
東　林
市　外
　〃　
　〃　

東　林
大野南
麻　溝
橋　本
光が丘

相模台

（敬称略・順不同）

寄
付
金

名前・名称
鈴木　敦子
佐藤　榮一
㝡住　広子
高口美保子
匿名１件
匿名２件
河本　德一

相模原市民吹奏楽団
有限会社フォーパーソンズパーソンズ相模原治療院
株式会社河本総合防災
淵野辺小学校PTA  
はなえみ指圧マッサージ青木
ライズカフェ募金箱
キャタピラージャパン労働組合相模地区アクティブハート
安藤建設株式会社
高木工業株式会社トップインドアステージ相模大野
北里大学病院
北里大学東病院
東海大学付属相模高等学校中等部
神奈川県生命保険協会町田ブロック
GAUSS・フリーマーケット楽市楽座
秋冬会
匿名2件

古川チエ子
宮﨑　玲子
今井　敏夫
矢島　ツギ
岩山　勇造
匿名１名
三原　徹也
匿名４名
匿名１名

匿名１件

本紙1月20日号の記事に誤りがありました。謹んでおわびし、訂正いたします。
◆掲載場所　一人ひとりが福祉活動　◆団体名相違　
　誤　「第25回わぁ！ぷりーず東林間チャリティーけんちん祭・
  朝倉市東林間商店街振興組合」
　正　「第25回わぁ！ぷりーず東林間チャリティーけんちん祭・
  朝食市東林間商店街振興組合」

　安藤建設株式会社（東京都港区）は、中央区田名
塩田の工事現場に置いた自動販売機の収益金を
市社協に寄付しています。作業所長は「自販機を
置くことで、福祉の役に立ち、作業員も便利に利用
できるので設置しました。作業員は、「簡単に寄付
ができる」と気軽に買っています。」と。
　市社協は、自動販売機を置いてくださる個人・企業
を募集しています！
問合せ　総務係　電話 042-730-3888

平成23年３月17日から平成25年２月28日までに以下の金額を受け付けしました。 
1. 全額を「被災者への義援金」とする募金　  66件　  2,653,682円
2. 半額ずつを「被災者への義援金」と、「被災者を支援するボランティア・
　　NPO団体の活動支援費」とする募金　 　　 114件　15,698,402円
　  ⑴義援金として　 　　　　　　　　  7,849,201円
　  ⑵ボランティア・NPO団体の活動支援費として　   7,849,201円
＊募金は中央共同募金会を通じて配分されます。配分状況については、中央共同募金会 
  ホームページをご覧ください。 
　東日本大震災により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　今後も継続的な支援をどうぞよろしくお願いいたします。

東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金受付中

保健と福祉のライブラリー（図書室）
 電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階
※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません。
※ホームページで、保健･福祉･医療分野の本を紹介しています。

問合せ

＊事前に電話で予約をしてください。（定員になり次第、予約を終了します。）
＊相談は一人1回とさせていただきます。

午後１時20分～４時
（相談時間は一人40分間です）

４月25日（木）

５月23日（木）

相談日時（予約制）

場　　　　所　あじさい会館６階　福祉研修室
対　　　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

申込み・問合せ　あんしんセンター係　電話 042-756-5034

無料

弁護士による権利擁護相談
～人権や財産等の権利擁護に関する個別相談～

法律相談

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成25年１月１日から２月28日までにご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、福祉の向上に役立
たせていただいています。「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」を実現
するため、ひとりでも多くの方のご協力をお待ちしております。  

問合せ　地域福祉係　電話 ０４２-７５６-５０３４

福祉コミュニティ形成事業とは…
　地域の福祉活動の推進役として地区社協が中心となり、地域の皆さんで「困りごと」の解決
策を考え、支えあいの福祉のまちづくりを目指すものです。この事業は「市地域福祉計画」
の重点的な取り組みのひとつで、市社協と地区社協が協働ですすめており、現在15地区で
実施されています。

　相模湖地区は市内で最も少子高齢化が進んだ地
域。地区社協では高齢者の見守りの「仕組み」につい
て、地域の強みを活かした取り組みを考えました。
　それが「みまもりネットさがみこ」です。地域の
強み、それは「顔見知り」と考え、目を付けたのが
地域のお店です。相模湖のお店は、お客さんとは長い
お付き合い。お客さんがどこの誰であるかを良く
ご存じです。そこでお店の日頃のお仕事のついで
に、例えば「支払いの時、お金を出すのにいくら出
してよいのかわからず困っている様子を感じた。」
など、お年寄りのちょっとした変化をキャッチした
ら、地域包括支援センターや民生委員等の相談先に
連絡していただいてはどうか？これなら負担が少な
く、気軽にでき、効果も大きいのでは？と考えました。
　そして約1年の検討を経て、相模湖商工会と協働
し、お店の協力を得て、昨年10月にスタートしま
した。現在協力店は13店。最終的には50店を目指
しています。目印にステッカーを作成し、お店や配達用の車に貼っています。
スタートして約３か月、集金員さんがお年寄りの変化に気づき、地区社協に連絡
し、その結果民生委員がお宅を訪問したこともありました。
　これからも地区社協では「顔見知り」と言う相模湖ならではの強みを活かし、
地域の「困った」にチャレンジしていきます。

相模湖地区社協（緑区与瀬896）　連絡先　電話 042-649-0202　
詳しくはホームページ・最新情報はTwitterで！　相模湖地区社協 で検索！

協力店の目印（ステッカー）

協力店に貼られたステッカー

気軽についでに地域で見守り！
『みまもりネットさがみこ』がスタートしました。

　困った時、近所同士で助け合え
れば良いけれど、現実には隣近所
のコミュニケーションが少なく、
自治会も一人暮らしのお年寄りを
把握できていない…。そんな問題
を何とかしよう！と立ち上がった
のは、古淵駅から徒歩15分、人口
約1,300名の新淵第二自治会のみ
なさん。
　「災害時に役立つ名簿を作るため、一人暮らしのお年寄り等に
聞き取り調査を行い、生活状況など回答をデータ化しました。自治会
で…、と趣旨を説明すると、多くの方が協力的でした。自治会や
近所の人にしてほしいことを聞き、地域の問題がわかりました。その
結果、データベース作成に留まらず、希望者には防犯パトロールの
時に訪問したり、縁日のおでんを届ける等、その後の活動につなが
りました。また、ケガをしたお年寄りが調査に伺った者に電話を
くれた時は、すぐ対応できました。これらは自治会だからこそ、
できることです。
　今後はコミュニケーションが更に活発になるようにしたいです。」
とは、会長の伊藤勝昭さん。

　市内には、積極的に福祉活動に取組んでいる自治会がたくさんあります。あなたの自治会でも福祉活動に取組んでみませんか？
自治会に未加入の方は、まずは加入して地域の絆をより強めませんか？ 

　　新淵第2自治会　伊藤会長に質問！

　Q.自治会で福祉活動に取組むコツは？
　実態の把握と、思いついたらやってみることが大事です。また
　メンバーに押し付けるのではなく、できる人ができることをやる
のがポイントです。
　Q.活動で困ったことは？
　経費がかかるので、資金集めは
大変です。県の補助金を利用
　しています。
　Q.今後の支え合い活動は
　　どんなことを考えていますか？

支え合い用として車椅子の購入
を考えています。
　Q.活動をとおして感じたことは？
　まずは信頼関係。いざという時は
　やっぱり近所です。

自治会の加入等に関する問合せ
市自治会連合会事務局　電話・FAX 042-753-3419

市社協は自治会と協働し地域福祉を推進しています

自治会ならではの“良さ” “強み”を生かして

自治会だからできる福祉活動 　第１部は、市内で大規模災害が発生したことを想定
して「災害ボランティアセンター」を立ち上げ、ボラン
ティアの依頼やボランティア活動者を受付ける訓練を、
市社協と「相模原災害ボランティアネットワ―ク」等と
協働で開催しました。参加者は、想定される混乱を体験
し、お互いの役割や日頃の準備について確認しました。

　第２部では、災害時のボランティア受入支援講座を
開催。市社協は、被災地のボランティアセンターに職員
を派遣した経験から、災害ボランティアを受け入れる
課題として、被災した住民自らが地域の困りごとを吸い
上げる「仕組み」が必要と考えています。その「仕組み」
として、避難所等で近隣の困りごと相談を受付ること、
自治会が中心となり、地域全体で取り組まれている防災
訓練で、（仮）地域の困りごと相談窓口訓練を行うことを
提案しました。

　講座終了後参加したみなさんからは、「日頃から顔の
見える関係作りが必要だね」、「自分の地区でもやって
みたい」等の感想が寄せられました。市社協は、これか
らも（仮）地域の困りごと相談窓口訓練等を通し、大規模
災害に対する地域の備えに協力していきます。

災害ボランティアセンター立上げ訓練災害ボランティアセンター立上げ訓練災害ボランティアセンター立上げ訓練
2月17日（日）延べ200名が参加

（会場：産業会館）

被災者役、ボランティア役、受付係役になって
手順や課題を確認

「被災者にボランティアさんに頼みたいことを
聞いても、『大丈夫』、と…。でも本当は…」
職員より被災地での活動を報告

高齢者支援のためのデータベース作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新淵第二自治会

この日の集まり会では映写と歓談

時々の集まり会では軽食や談笑も

「さくら」のみなさんの手話コーラス

　   　続けよう！東日本大震災復興支援

いいね！
自治会

企画展「福島を思う」（音楽会・展覧会）
主催：NPO法人きこり

活動
紹介

　「きこり」は、中央区相生で障害のある方々と共に幸せを追求しているNPO。福島
第一原発事故の影響で福島県内で避難生活を続けている障害のある方と楽しく交流
したいと「アクセスホームさくら」（３.11までは福島県双葉郡浪江町・現在は二本松
市で障害者の生活や仕事を支援する事業所・以下「さくら」）の16人の方を神奈川に
招待。「きこり」のメンバーと横浜観光の後、相模原市内に２泊されました。
　1月31日～２月５日には、「福島を思う・風しもの村」展覧会（木工/絵画/写真）を
市民ギャラリーで開催。会場では、相模原総合高校の生徒、先生がボランティアで
協力。「さくら」のみなさんは、２月１日に組み木デザイナー小黒三郎さんの指導で
糸ノコを体験されました。
　同日２月1日には、「福島を思う」をテーマに音楽会を杜のホールはしもとで開催。
満員の会場では、音楽療法の岡倉ゆかりさんの歌声や「さくら」、「きこり」のメンバー
による手話コーラス、弥栄中学校支援級生徒の太鼓などで盛り上がりました。
　最終日には、「さくら」のみなさんは弥栄高校の生徒、先生と共に市内観光を楽しみ
ました。
　「さくら」の理事長渡邊さんは、「浪江のさくらに通っていた人達は、避難でばらばら
になりました。いてもたってもいられず避難先を回ったら、誰もが “みんなに会い
たい！さくらで仕事をしたい！ ”と。皆に会いたい一心で二本松市で再開しました。
震災で失って気づいたのは、私たちは障害のある方の仕事を支援してたんじゃない、
私たちは家族だったんだ、ということ。ともに苦しみを乗り越え団結が強まりました。
全国からの支援に感謝します。」と。
　主催者は、「福島を思う」の活動が多くの方の協力で成功裏に終了したと語り、
これからも多くの人の目が、心が、被災した方々に向かうことを願っていました。
問合せ　ウディ―ショップきこり　電話 042-752-8266

自動販売機を置いて福祉に協力！
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申
☎

日時

申込み

問 問合せ TEL

場所

￥ 金額
対象？内容

￥

☎FAX

☎FAX

入園・入学・進級等を控え心が不安定
な時期、午後のリラックスに活かせる
イベントにもご参加ください。
①講座「発達障害への対応について」
　時間：午前９時45分～11時45分
②手作り教室１（石けん作り）
　時間：午後１時20分～2時50分
③手作り教室２（ハンドオイル作り＆
　ハンドトリートメント）
　時間：午後３時10分～４時40分
①②③共通　ソレイユさがみ
発達障害のある子どもの保護者、当事
者、支援者、学生など（②③は親子可）
各18名
①は500円
②③共通　１教室１セット 800円
申込フォーム
http://form1.fc2.com/form/?id=784001
またはメール、電話で問合せ
090-8506-0714（留守電の時あり）
メール semi2012kosodate@yahoo.co.jp
担当：横倉　

NPO発達障害の会神奈川オアシス
3月31日（日）イベント

レディスクラブ「ひまわり」
～お花見をしましょう！～

☎

☎

申

定員

主催
￥

4月2日（火）　午後1時30分～3時30分
けやき体育館 ２階和室
無料
精神保健ボランティアグループ ひびき
市社協ボランティアセンター　
042-786-6181　
メール svc@sagamiharashishakyo.or.jp

心の病で引きこもりがちな女性の方の憩いの場
を月１回開催しています。気軽にご参加ください。

講師

定員
￥

申

発達障がいについて
一緒に学んでみませんか
～感覚統合について～

4月21日(日）　午後２～４時
市民会館 第1中会議室
「困ったちゃん」の行動には理由があり
ます。それが解れば子育てがもっと
楽になります。
市立陽光園作業療法士　岡田貴富氏
500円
40名
FAXまたは電子メール
supporters-sagamihara@auone.jpで
さがみはら発達障がいサポーターズ　
　042-768-0495　担当：斎藤

問

問

レッツ当事者研究
～自分自身でともに～

主催
￥

４月10日（水）、５月８日（水）
〈当事者の部〉午後１時～２時30分
〈一般の部〉午後２時40分～
南保健福祉センター ２階
情報交換ルーム
当事者 無料　一般 1,000円
相模原・町田べてるの集い
　042-765-8618　
メール f-maki@mta.biglobe.ne.jp
担当：槇 

精神障がいで生きづらさを感じて、苦労して
いる方の当事者研究の活動報告・定例会

子育ておしゃべり会「ネバーランド」

☎
￥

４月23日（火）、６月11日（火）、
８月20日（火）　午前10時～午後３時
（ご都合の良い時間に参加可能、昼食は
各自ご持参ください）
城山保健福祉センター３階　
ボランティア室
無料
080-6749-0373 　担当：山本　
メール ho-mon.753mw@ezweb.ne.jp

子育て、一人で悩んでいませんか？おしゃべり
タイムでホッと一息つきましょう！

★社会福祉協議会関係施設の休館日　あじさい会館 ５月13日（月）

　けやき会館横の広場を中心に、地区社協・地区ボランティアグループが活動
の紹介や模擬店の出店を行います。民生委員・児童委員協議会も、あじさい会館
前でＰR活動等を行います。

＊「ご近所っていいね！」そんなメッセージを書いて
くれた方にはバッジを！、ぬりえを楽しんで
　くれた方にはシールを！

第40回 市民桜まつりは
けやき会館横の広場へ！

国道16号

市役所
相模原市体育館

市民会館

県相模原
合同庁舎

相模原警察署

あじさい会館

ウェルネスさがみはら

けやき
会館

自治会連合会

民生委員・児童委員協議会民生委員・児童委員協議会
市社協 ボランティアセンターテント
地区社協・地区ボランティアグループ模擬店

　市内で高齢者・障害者等への支援を行っているボランティアグループ、障害の
ある方やその家族等で構成する当事者の団体を対象に、活動にかかる事業経費の
一部を助成します。

1団体15万円を上限とし事業にかかる経費の3分の2を助成します

福祉活動団体へ助成
～平成25年度応募団体を募集～

◆ ボランティアグループへの助成
 　活動実績が2年以上で、市域規模で活動しているボランティアグループ
 　広く市民に向けた研修、広報等啓発事業、調査研究事業等の経費
 平成24年度の主な助成対象　傾聴ボランティア養成講座、精神保健グループの 
   　 チラシ作成費等
◆ 当事者団体への助成
 　障害者、難病患者等の当事者やその家族等で構成される団体
 　会員向けの研修、市民向けの広報、地域との交流事業等の経費
 平成24年度の主な助成対象　視覚障害者主催のスポーツ大会、要介護者家族会の会員 
  　  　 向け研修会等
◆ 当事者団体設立準備金の助成
 　新たに当事者団体を立ち上げるための準備経費
 助成金額　1団体10万円を上限とし事業にかかる経費の3分の2を助成します。

　〈　・締切り〉
 市内各ボランティアセンターで配布する申請書に記入のうえ、4月26日（金）までに提出
 　ボランティアセンター（あじさい会館4階）　　042-786-6181　
　＊この助成金は、市社協に寄せられた寄付金、賛助会費、赤い羽根共同募金を財源として
　　います。　※平成24年度は32団体に総額227万円を助成しました。

本紙・本会ホームページに
広告を掲載しませんか？

保健・福祉・医療・教育等の広告または社会貢献活動を行っている
企業等の広告を募集しています。

本紙・本会ホームページに
広告を掲載しませんか？

保健・福祉・医療・教育等の広告または社会貢献活動を行っている
企業等の広告を募集しています。

☎問

申

☎
問

　広報紙の発行や講演会を開催し、精神
障害に関する情報を会員や市民に提供
しています。また、精神障害者や家族、
ボランティアが集う場「みーと」（月１回
開催）では悩みを共有し、「ひとりぼっち
にならない」よう仲間作りをしています。
次回定例会
　 ４月21日（日）・５月５日（日）
　 午後１時30分～３時30分
　 あじさい会館　３階和室
　 地域活動支援センター「カミング」内
　 042-759-5117

当事者団体
相模原市精神障害者仲間の会

（あしたば会）

☎
問

　ひとり暮らしのお年寄りや福祉施設を
利用されている方、児童施設の子どもたち
などの話し相手をしています。話をじっ
くり受けとめ、孤独や不安の解消、心の
癒しの一助を担うボランティア活動です。
「傾聴ボランティア講座」では共感者を
増やし、「聴く」スキルの向上を図って
います。今後の開催予定は本紙でご案内
しますので、ご参加ください。
　 
　代表　瀧川　
　 090-8080-4063

ボランティアグループ
傾聴ボランティアの会相模原

ボランティア活動を始めたいと思っている方のために

開催日

午後1時30分～３時30分
①３月 25日（月）

②４月 15日（月）

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター
ボランティア活動室

ボランティアとしての基礎
知識と活動紹介、車いすの
操作体験。

時　間 場　所 内　容

ボランティアセミナー

￥☎
☎

①ボランティアセンター　　　 042-786-6181　　　　無料
②南ボランティアセンター　　 042-765-7085

申

広報紙
発　　行：年６回、各回235,000部
配布方法：新聞折込、公共施設・病院等
　　　　　に設置
※掲載位置・料金・期間等は広告代理店
と調整していただきます。
※政治性・宗教性のあるもの、第三者に
不利益を与える恐れのあるもの等掲載
できない場合もあります。

ホームページ（バナー広告）
掲 載 位 置：トップページ下段
月間平均セッション数：約 6,900件
年間ページビュー数：約318,000件
（当該件数を保証するものではありません）
料　　　金：月額5,000円
※本会法人賛助会員様には
　割引あり

問合せください。　総務課　電話 042-730-3888

日 時 4月６日（土）午後 1 時～
   ７日（日）午前10時～

助成金はこんな活動に使われています　平成24年度　助成団体から報告

悩みをみんなで分かち合おう ～当事者グループ・集いの紹介～

定期的に活動してるよ。
参加したいけど日程が
合わない…そんな人も
問合せしてみてね！

＊ボランティアセンター「ウォークラリー」参加者に！
プレゼントは無くなり次第終了。
広場内の市社協ボランティアセンターテントに来てね。




